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はじめに

アカオネッタイチョウ Pheathonrubricauda 

は，太平洋とインド洋の熱帯から亜熱帯に広く分

布し，これらの海域の海洋島で繁殖する (Orta,

1992)。日本では亜種 Pheathonrubricauda 

rothschildiが繁殖し，環境省のレッドデータブ

ックに絶滅危惧 IB類 (EN) として掲載されて

いる（環境省自然環境局野生生物課希少種保全

推進室， 2014)。ただし，本亜種は，太平洋に分

布する別亜種の P.r. melanorhynchusと同亜種

として扱われている場合もある (Orta,1992)。

日本では，これまでに南烏島（消棲， 1978；河

原， 1993)，硫黄列島の南硫黄島（籾山， 1930;

消棲， 1978;塚本， 1983) と北硫黄島（籾山，

1930;清棲， 1978; Chiba et al. 2007)，小笠原諸

島の西ノ島（倉田・金子， 1982)で繁殖記録があ

る。日本の最大規模の繁殖地である南硫黄島で

は， 1982年に53巣200個体以上が， 2007年に23巣

100個体以上が確認されている（塚本， 1983, 川

上ほか， 2008)。また，本種の飛来は，東北地方
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北部から八重山諸島までの広範囲で確認されてお

り，偶発的あるいは不定期なものとして記録され

ているが，これまでに岡山県を含む中国地方で

の記録はない（岡山県生活環境部自然保護課，

2009;日本烏学会， 2012)。本記録では， 2016年

10月に岡山県で初めてアカオネッタイチョウの幼

鳥の飛来が確認されたので報告する。ただし，亜

種分類に関する上述の理由により，本記録では亜

種名を記載しなかった (Orta,19~2) 。

観察および保護時の状況

本個体は， 2016年10月3Bに岡山県瀬戸内市邑

久町尾張の駐車場内（北緯34°39'N, 東経134°05' 

E)で， うずくまった状態で発見され，同4日に

岡山県鳥獣保護センターに保護された（図 l)。

同センターで，小魚などが給餌されたが同12B

に死亡した。死亡後，本個体は，山階鳥類研究所

に送られ，解剖後，仮剥製として保管された（標

本番号YI0-74332;図2)。解剖の結果，外傷は

なく，胸筋は痩せており，皮下脂肪はほとんどみ

られなかった。さらに，脱水症状が確認されたた

め，本個休の死因は，衰弱死と考えられた。
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図l．岡山県瀬戸内市邑久町尾張で発見され，岡山県鳥獣保護センターに保設された
アカオネッタイチョウの幼鳥 (2016年10月4日）．

図2. 岡山県で保護後，死亡したアカオネッタイチョウの幼鳥の仮剥製。山階鳥類研究所に保管（標本
番号YI0-74332)。（a)休上面と翼（右）， （b）尾羽 (c)顔（右）， （d）脚
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形態の記載と種を判断した基準

本個体は，全身が白色で，後頭部から体の上面

および上尾筒の羽には黒色の幅の広い横斑があっ

た（図2a)。初列風切は白色で，外側2枚目 (P

9)から 5枚目 (P6)の羽端には黒色の斑紋が

あり，黒色の羽軸とつながっていた。尾羽も初列

風切と同様に白色で，全ての羽端に黒色の斑紋が

あった（図 2b)。なお，成鳥の特徴である朱赤

色で細長い中央尾羽はなかった。嘴は黒色で，縦

に扁平で嘴端は鉤曲せずに尖っていた（図2c)。

外鼻孔は前額近くの嘴側にあり，細裂形であっ

た。過眼線は黒色で，後頸でつながっていなかっ

た。脚は闘柑庶から肉色で，第2趾から第4趾の第

1関節から先は黒色であった（図2d)。爪は全

て黒色であった。全躁足で第 3趾が最も長かっ

た。性別は，解剖で卵巣を確認し，雌であった。

Svensson (1992) とBaker(1993) にしたが

い．外部計測値はノギスを用いて0.1mm単位（尾

長，痰長．全長は物差しを用いて 1mm単位）で，

体重は電子天秤を用いてO.lg単位で測定した：露

出嘴峰長 53.7mm, 全嘴峰長 61.8mm, 嘴高長（鼻

孔前端／後端） 17.7mm/19.8mm, 嘴輻長（鼻孔前

端／後端） 7.3mm/11.9mm, 頭長 111.2mm,開柑庶長

（右） 29.5mm, 尾長 124mm, 自然漢長 314mm, 最

大翼長 322mm, 全長 467mm, 体重 415.7g。

本個休は，脚が全躁足で，嘴が縦に扁平，外鼻

孔が細裂形であることから，ネッタイチョウ科

の3種（アカハシネッタイチョウ P.aethereus, 

アカオネッタイチョウ，シラオネッタイチョウ

P. lepturus)に絞られた（清棲 1978; Harrison 

1985 ; Orta, 1992)。また，ネッタイチョウ科に

特徴的な伸長した中央尾羽はなかったため，幼鳥

と判断された。太平洋東部，大西洋およびペルシ

ャ湾や紅悔の熱帯から亜熱帯に分布し， 日本では

記録がないアカハシネッタイチョウの幼鳥は，嘴

が黄色がかり，左右の過眼線が後頸でつながって

いる点で，本個体と異なる。太平洋，大西洋およ

びインド洋の熱帯から亜熱帯に分布するシラオネ

ッタイチョウの幼鳥は，嘴が鈍く黄色がかり，初

列風切の外弁の黒色の範囲が広く，各部位の計測

値が本個体よりも小さい点で，本個体と異なる

（例えば， シラオネッタイチョウ：拠長 239-272

mm, 針柑庶長 19-23mm, アカオネッタイチョウ：炭

長 317-326mm,針柑庶長 27-30.5mm,清棲， 1978)。

これらの外部形態の特徴から，本個体は，アカオ

ネッタイチョウの幼烏と同定された。

考察

岡山県のはるか南方の繁硝地で巣立ったと考え

られるアカオネッタイチョウの幼鳥が，同県に飛

来した理由として，台風の影響が考えられる。本

個体が発見された2016年10月3日以前に発生し岡

山県付近を通過した台風は， 16号 (9月20日に四

国南岸を通過）と18号 (10月5Hに中国地方日本

海側を通過）の 2つで，両台風共に硫黄列島付近

で発生し，南酉諸島を回って北上した（気象庁，

http://www.data.jma.go.jp)。本個体は，このど

ちらかの台風に流され南方から飛来した可能性が

ある。本種の岡山県を含む中国地方への飛来は，

本記録が初めてだが，国内の広い範囲で偶発的な

飛来が確認されている (B本鳥学会， 2012)。し

たがって，今後も岡山県への同様の飛来は考えら

れる。
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